
【定点発注】に対する機能追加  
 ・発注予定日機能 
 ・自動発注点計算設定機能 



発注予定日機能【定点発注画面】   
注）定点発注に対する機能追加です。利用したいアイテムに対して『発注点』『最大在庫』の 
  設定が必要となります。 
 
指定した期間の過去の出庫履歴から、次回発注日を算出し、算出さ
れた日時まで定点発注画面上で保留状態を維持できます。 
 

『マスタ』→『システム設定』を 
             クリック 
 
発注予定日の利用：【する】 
最少出庫間隔対象期間：XX日 
（過去何日前までの出庫データを 
 対象とするかを指定） 
 
調達日数：XX日 
（発注から納品まで掛かる日数） 
 
『登録』ボタンを 
     クリックしてください。 

発注予定日＝最終出庫日＋最少出庫間隔－調達日   

設定方法   



発注予定日機能【定点発注画面】   

発注予定日＝最終出庫日＋最少出庫間隔－調達日   

最終出庫日：該当アイテムの最終出庫日 
最少出庫間隔：指定された期間内で、出庫日の間隔が 
       一番短かった日数 
調達日数：発注日から納品されるまでの日数 

例）最少出庫間隔対象期間：90日 
  最終出庫日：2019年7月1日 
  最少出庫間隔：31日 
  調達日数：２日 
定点発注画面に表示される 
発注予定日は『2019年7月29日』 

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3

【定点発注画面】   



発注点自動計算機能【定点発注画面】   
注）定点発注に対する機能追加です。 
  管理対象品の100：０のアイテムの場合、100のアイテムを『親』とし画面表示を行います。 
  （０％のアイテムは、定点を割っていても定点発注の画面には表示されません） 
注２）採用品マスタ画面では０％は『非表示』が初期表示設定です。 

機能イメージ 
定点発注画面を表示する度に、指定した期間の過去の履歴から、毎
回発注点を計算、発注点を割っているアイテムを画面上に表示しま
す。（発注予定日機能と合わせて運用できます） 
 

『マスタ』→『システム設定』をクリック 
 
発注点自動計算の利用：『する』 
 
登録ボタンをクリックしてください。 
-------------------------------------------------- 
・『採用品』ボタンのメニューに 
      『発注点計算設定』ボタンが追加 
 
・『採用品マスタ』画面に【予製数】の列が追加 
 
・『帳票』に【出庫数増減検視リスト】が追加 

設定方法   



発注点自動計算機能【定点発注画面】   

『採用品』→『発注点計算設定』を 
              クリック 
 
『追加』ボタンをクリックしてください。 

① 発注点計算設定ボタン   

計算式コード：3桁 
 
計算名：例）一般品 
 
対象データ：計算の対象としたいデータを選択 
 
計算方法：抽出する数量の基準を選択 
 
期間指定：対象とする過去履歴の範囲を指定 
 
区切日数：期間指定期間中のデータを区切日数単位で計算 
 
発注点指定：区切日数単位の数量で計算指定に基づく 
      データを使い指定した％と予製数を加味して、 
      発注点に登録します。 
 
最大在庫指定：発注点指定と同様 



ある薬の1日あたりの消費数 
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区切日数1日 

区切日数2日 

区切日数3日 

※    は期間あたりの最大値。 

区切日数の考え方 

区切日数3日の最大値 

区切日数2日の最大値 

区切日数1日の最大値 

計算方法：最大値 
発注点設定：１００％の場合 

発注点自動計算機能【定点発注画面】   



発注点自動計算機能【定点発注画面】   

② 発注点計算設定を登録する   
【採用品マスタ画面】  
 
「計算設定」列のリンク 
「予製数」列のリンクをクリック 

定点発注：する・しない を選択 
 
計算設定：選択 
 
予製数：必要に応じて入力 
    予製数を入力すると、発注点自動計算の際に予製数を 
    加味した結果を設定いたします。 
 
最大在庫数量・発注点在庫数量は入力する必要はございません。 
定点発注画面を表示する際、計算設定に基づいた数量を都度登録・更新を
行います。 



発注点自動計算機能【定点発注画面】   

※管理対象品の100：０のアイテムの場合、100のアイテムを『親』とし画面表示を行います。 
 （０％のアイテムは、定点を割っていても定点発注の画面には表示されません） 
 
※発注点自動計算時の計算の仕組み 
 管理対象品については、定点発注画面を表示する際、全規格の合計在庫数量を算出し、 
 その合計在庫数量で『親』規格の『計算設定』に基づいた表示を行います。 
 



発注点自動計算機能【定点発注画面】   
※０％のアイテム（他規格）を発注したい場合該当アイテムの「他規格」リンク列をクリック 
 

ポイント 
他規格のリンク列から、別規格
をカートに追加しても、発注数
量を「親」規格に換算し、定点
発注画面を再表示いたします。 
 
別規格の発注であっても、定点
を満たせば、定点発注画面から
該当アイテムの表示はなくなり
ます。 

 



発注点自動計算機能【定点発注画面】   

③出庫数増減検知リスト   「帳票」→「出庫数増減検知リスト」 

定点発注を行う前に、近々の出庫で大きな変化がないかを確認を行う為の帳票です。 
期間：増減を判定するための期間（過去120日） 
 
参照データ：複数選択可です。 
 
計算方法：抽出する数量の基準を選択 
 
区切日数：期間指定期間中のデータを区切日数単位で計算 
 
標準数：計算方法で指定値の何日（何％）分を標準とするか 
 
直近日：何日分と比較するかを指定（直近日3日） 
 
増減率指定：帳票に印字する基準を指定できます。 
使用区分：複数指定可 
薬品区分：複数指定可 
採用期限切れ：選択 
出力順：選択 
出力帳票：選択 
------------------------------------------------------------- 

期間 120日 

計算期間 117日 直近 3日 

この期間で標準数を計算し値を算出する 直近日数の合計 

※算出された標準数と直近日数の合計出庫数量を使って、増減率を算出し出庫の状況判断を行う。 



発注点自動計算機能   

④採用品マスタ画面   

比率０％商品
『非表示』が
初期値です 

『０％』のアイ
テムが表示され
ていません 

予製数が登録で
きます 

計算設定が登録
できます 

計算設定を登録
できます 


